
 

 

 

資料２－２ 

 

令和７年（2024 年）１月 29 日  

 

 北海道食の安全・安心委員会 

会長 野口 伸  様 

 

                遺伝子組換え作物等交雑防止部会  

                     部会長 久保 友彦 

 

   「北海道遺伝子組換え作物の栽培等による交雑等の防止に関する 

条例」の施行状況の点検・検証について（報告） 

令和６年（2024 年）７月 29 日付けで付託のありましたこのことについ

て、当部会で調査審議した結果、別添の事務局（案）に異存はありません

ので報告します。 

なお、調査審議の結果を踏まえ、別紙のとおり答申（案）を作成しまし

たので、委員会での審議をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

【答申（案）】 

令和７年（2024 年）２月３日  

 

 北海道知事 鈴木 直道 様 

 

                   北海道食の安全・安心委員会 

                          会長 野口 伸  

 

   「北海道遺伝子組換え作物の栽培等による交雑等の防止に関する 

条例」の施行状況の点検・検証について（答申） 

令和６年（2024 年）７月 29 日付け食政第 562 号で諮問がありましたこ

のことについて、引き続き、本条例に基づき、遺伝子組換え作物の開放系

での栽培等を規制することにより、遺伝子組換え作物と一般作物との交雑

や混入を防止し、生産上及び流通上の混乱を防止することが必要であると

判断されます。 

なお、交雑混入防止措置基準のイネの隔離距離については、設定の根拠

としている数値を最新のデータとして算出したものに見直す必要がありま

す。 

また、社会経済情勢の変化等を勘案し、遺伝子組換え作物等に関しては、

次の事項に十分配慮してください。 

 

記 

 

１ 遺伝子組換え作物等に関して、正確な情報の提供をはじめ、消費者や

生産者、食品事業者、研究者など関係者が相互に理解を深められるよう、

Web も活用しながら、リスクコミュニケーションに取り組むこと。 

 

２ 遺伝子組換え作物等をめぐる情勢の変化等を踏まえ、条例や交雑混入

防止措置基準について、随時、必要な対応を行っていくこと。 

 


